


　
ア
マ
ゾ
ン
多
治
見
フ
ル
フ
ィ
ル
メ
ン
ト
セ

ン
タ
ー（
以
下
、多
治
見
Ｆ
Ｃ
）と
、同
Ｆ
Ｃ

協
力
会
社
の
日
本
通
運
株
式
会
社 

岐
阜

支
店 

ア
マ
ゾ
ン
多
治
見
事
務
所
、同
じ
く

協
力
会
社
の
フ
ァ
イ
ズ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ

株
式
会
社
か
ら
の
虎
渓
用
水
広
場
清
掃
用

具
の
寄
贈
式
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
式
で
は
、多
治
見
Ｆ
Ｃ
瀧
川
代
表

か
ら
施
設
を
管
理
運
営
す
る
多
治
見
ま
ち

づ
く
り
株
式
会
社（
以
下
、Ｔ
Ｍ
Ｏ
）の
小

口
社
長
に
、水
路
清
掃
で
使
用
す
る
ウ
ェ

ダ
ー（
胴
長
靴
）や
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ
、ゴ
ミ
拾

い
で
使
用
す
る
ト
ン
グ
な
ど
の
清
掃
用
具

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
は
多
治
見
Ｆ
Ｃ
と

協
力
会
社
19
人
が
参
加
し
、多
治
見
市
職

員
10
人
と
共
に
Ｔ
Ｍ
Ｏ
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、虎
渓
用
水
広
場
の
水
路
清
掃
、雑

草
の
除
去
、ゴ
ミ
拾
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

瀧
川
代
表
は
、「
多
治
見
の
憩
い
の
広

場
を
き
れ
い
に
し
て
、地
域
の
皆
さ
ん
と一

緒
に
、気
持
ち
よ
く
使
い
た
い
と
い
う
思
い

を
、協
力
会
社
と
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

て
、今
回
の
活
動
と
な
っ
た
。今
後
も
オ
ー

ル
多
治
見
Ｆ
Ｃ
と
し
て
、こ
れ
ま
で
以
上
に

地
域
に
貢
献
で
き
る
活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
」と
語
り
、古
川
多
治
見
市
長
は「
ア
マ
ゾ

ン
は
人
を
大
切
に
考
え
る
企
業
。市
民
の

憩
い
の
広
場
の
維
持
の
た
め
の
ご
寄
付
と

汗
を
共
に
流
す
活
動
は
値
打
ち
が
あ
る
。

今
後
も
地
域
の
力
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
寄
贈
を
受
け
た
Ｔ
Ｍ
Ｏ
の
小
口
社
長
は

「
こ
こ
に
は
老
若
男
女
が
集
う
。愛
し
て

い
た
だ
け
る
広
場
と
し
て
憩
い
と
賑
わ
い

が
生
ま
れ
て
い
く
よ
う
、維
持
管
理
に
努

め
る
。こ
れ
か
ら
も
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

と
あ
り
が
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

虎
渓
用
水
広
場
清
掃
用
具
の
寄
付
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

　多治見市では、アフターフォロー事業により市内に進出した企業と良好
な関係を継続し、雇用の創出と税収の確保に加えて、さまざまな波及効果
を生み出し、地域全体の活性化につなげていきます。

進出企業による「　　　　　　」地域貢献事業

７月20日／虎渓用水広場

アマゾン多治見フルフィルメントセンターアマゾン多治見フルフィルメントセンター
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青空マーケット
　地元農家の採れたて新鮮な
野菜を従業員が直接購入でき
るマーケットは、季節ごとに実
施され、今年で６年目を迎えて
います。多治見FCで働く人た
ちと地域をつなぐ活動となって
います。

オンラインイベント放映会
　イベントでは、元サッカー日本代表選手の中村
憲剛さんをゲストに迎え、子どもたちの将来を豊か
にする読書を推進するために、絵本の朗読を通じ
た人形劇がオンラインで配信されました。
　アマゾンでは、読み聞かせや読書、本の寄付な
ど、子どもたちの未来を養う企画「Ａｍａｚｏｎ Ｒｅａｄ
ｓ」キャンペーンを推進しています。

５月11日／アマゾン多治見フルフィルメントセンター

６月９日／小泉交流センター
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上
原
三
号
池
ロ
ー
ド（
笠
原
町

上
原
三
号
池
周
遊
路
）は
、平
成

26
年
に
多
治
見
市
に
進
出
し
た
ト

ヨ
タ
紡
織
株
式
会
社
か
ら
の
寄

付
金
を
原
資
に
整
備
さ
れ
、地
域

の
皆
さ
ん
と
ト
ヨ
タ
紡
織
株
式
会

社
の
従
業
員
が
定
期
的
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
清
掃
で
も
、同
社
所
有

の
バ
ギ
ー
や
、遠
隔
操
作
で
草
を

刈
る
ラ
ジ
コ
ン
車
が
使
用
さ
れ
ま

し
た
。参
加
者
は
、共
に
声
を
掛

け
合
い
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
整
備

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
と
力
を
合
わ
せ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動

「今回の活動には多くの地域の皆さ
んにご参加いただけて大変うれしく
思います。参加者の中には『日頃か
らこの周遊路をよく使っているから
今回の活動に参加した』と声をかけ
てくれた方もいらっしゃいました。お
力になれればと今回も自動草刈車
などを活用させていただきました。
皆さんのおかげで見違えるようにき
れいになりました。今後も継続的に
活動を行っていきたいと思います」

市と連携し商品開発 やくならマグカップもPR活動に協力

トヨタ紡織株式会社
グローバル技術管理部長
加藤麻美さん

43区区長 加藤明康さん
「みんなで身近に利用できる周遊路
はありがたいです。普段からごみ拾
いなど気持ちよく利用することを心
掛け、この活動を続けていきたいと
思います」

　やくならマグカップもPR車両「やくもラッ
ピング公用車」に明和工業（株）製のTRDマ
ルチディスプレイホルダーを取り付け、商品
開発に協力します。併せて、明和工業（株）か
らは高輝度ディスプレイ（47型）などの機器
一式が寄贈され、同車両でのPR活動などで
の活用が予定されています。
　TRDマルチディスプレイホルダーは、全日
本ラリー選手権での走行評価において高い
安全性が実証されており、スマホやタブレッ
トをモニターやナビとして利用できます。

トヨタ紡織多治見技術センタートヨタ紡織多治見技術センター

明和工業明和工業

７月25日／笠原町上原三号池周遊路７月25日／笠原町 上原三号池ロード

７月７日／多治見市役所本庁舎
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事務局長



　30年以内に70～80％、50年以内に90％と高い
確率での発生が予測されている南海トラフ地震は、
市内で最大震度6弱、全壊の家屋が1,201棟、半壊
が3,778棟と大きな被害が予想されています。
　いつ地震が起きても被害を最小限に抑えられるよ
うに、今からできる備えをしましょう。

迫る地震に備えましょう
－命を守る備えと行動－

企画防災課 神田、松崎 TEL 22-1378

命を守る「安全対策」の例 地震の時の行動１０のポイント

木造住宅の無料耐震診断

【家の中】
●�家具は壁に固定するなどの対策をする
●�寝室や子ども部屋などにはできるだけ家具を置か

ないようにし、置く場合は背の低い家具を選ぶ
●�窓ガラスや食器棚などのガラスが飛び散らない

よう、飛散防止フィルムを貼る。または、強化ガラ
スに替える

●�家具の上など、高いところに重い物を置かない
ようにする

【家の周り】
●�屋根瓦がずれたり、アンテナが不安定になって

いたら補強する
●�物干し、植木鉢、エアコンの室外機などはしっか

り固定する
●�玄関の周りには自転車や植木鉢などの出入りの

支障になるものを置かないようにする
●�ブロック塀が老朽化していたら修理する

①ぐらっときたら身の安全を確保する
②揺れがおさまってから消火、火の始末をする
③室内のガラスの破片に注意する
④窓や戸を開け、逃げ道を確保する
⑤落下物に注意し、あわてて外に飛び出さない
⑥�避難の前に電気・ガスなどの安全確認をする 
（ブレーカーをＯＦＦにする。ガスの元栓を閉める）

⑦狭い路地や塀には近寄らない
⑧隣近所の安否を確認する
⑨協力し合って救出・救護する
⑩正しい情報に従い、行動する

　次のすべての要件に該当する一戸建ての木造
住宅を無料で耐震診断します。
●�昭和56年5月31日以前に着工
●�在来軸組工法、伝統的工法または枠組壁工法
●�延べ床面積の2分の1以上が居住のために使わ

れている
申込方法 12月28日（火）までに窓口へ
※実施可能上限に達し次第終了

開発指導課 今川、松井 TEL 22-1336
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　平成23年9月豪雨災害から10年が経過します。
平和町や池田町などでは内水氾濫により、多くの建
物が床上浸水等の被害を受けました。その後多治見
市は国や県と協力し平成23年度から30年度の8年
間で74.9億円を投じて土岐川左岸・右岸ポンプ場や
脇之島川の整備等浸水対策事業を行い、今後この地

域に大きな被害が起きない対策をしました。
　この記憶を風化させないため、当時の写真をパネ
ル展示します。

①本庁舎１階ロビー　９月８日（水）～17日（金）
②駅北庁舎１階ギャラリー　９月22日（水）～30日（木）

【
避
難
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
】

● �
自
宅
で
の
安
全
確
保
が
可
能
な
方
は
感
染
リ
ス
ク
を
負
っ
て

ま
で
避
難
所
に
行
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

● �

自
宅
が
危
険
な
場
合
は
、可
能
で
あ
れ
ば
安
全
な
親
戚
や
友

人・知
人
の
家
な
ど
へ
の
避
難
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い

【
避
難
時
に
気
を
つ
け
る
こ
と
】

● �

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
避
難
し
ま
し
ょ
う

● �

避
難
所
に
持
っ
て
い
く
も
の
を
確
認
し
ま
し
ょ
う（
マ
ス
ク
、せ

っ
け
ん（
消
毒
液
）、体
温
計
、タ
オ
ル
、ス
リ
ッ
パ
、ビ
ニ
ー
ル

手
袋
、常
備
薬
な
ど
）

【
避
難
所
で
気
を
付
け
る
こ
と
】

● �

避
難
所
に
入
る
前
に
体
調
チ
ェッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う

● �

避
難
所
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
行
動
し
ま
し
ょ
う 

手
洗
い
、咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
徹
底
、十
分
な
換
気
の
実
施
、

避
難
者
同
士
の
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
の
確
保 

な
ど

更に便利に！
停電情報お知らせサービス

地域ごとに避難情報を発令します
「今年から避難情報が変更されました。避難勧告は廃止です。」

　停電情報をプッシュ通知でお知らせします。

中部電力パワーグリッド株式会社 
TEL 0120-985-232

平成23年豪雨の写真パネル展示の開催

５

４
３
２
１ 早期注意情報（気象庁）

大雨・洪水・高潮注意報（気象庁）

高齢者等避難※３

避難指示※２

警戒レベル

緊急安全確保※１

新たな避難情報等

こうれいしゃとうひなん

ひなんしじ

きんきゅうあんぜんかくほ

災害の
おそれ高い

災害発生
又は切迫

災害の
おそれあり

気象状況悪化

今後気象状況
悪化のおそれ

※１ 市町村が災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル５は必ず発令される情
報ではありません。

※２ 避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されることになります。
※３ 警戒レベル３は、高齢者等以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、
危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。

〈警戒レベル４までに必ず避難！〉

災害への備えと早めの避難を

道路河川課 荒川 TEL 22-1276

無料 
アプリ 

～
避
難
所
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
～
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詳しくは
市ホームページで
ご確認ください。

新型コロナワクチン接種
～接種券（クーポン券）は大切に保管してください～

問い合わせは 
コールセンターへ

多治見市コロナワクチン接種コールセンター　8：30～17：00（平日）
TEL 23-5552（直通）、22-1111（代表）　内線2450〜2455

接種予約できる方には個別に案内を送付しています。
※新型コロナワクチンの接種対象は１２歳以上の方
　（ワクチン接種時点で１２歳以上の方）です。

予約方法
〈個別接種〉　�予約開始日以降に市内指定医療機関に直接電話または�

インターネット（一部の市内指定医療機関）で予約してください。
〈集団接種〉　�予約開始日以降に電話またはインターネットで予約してください。�

①コールセンターへ電話 TEL	 0572-23-5552（直通）、0572-22-1111（代表）�
	 内線2450～2455（平日8：30～17：00）�
②インターネット予約サイト https://www.v-rev-tajimi.jp/

　職場や学校などへ、接種券（クーポン券）、予診票を提出して接種を受けてください。
※接種券（クーポン券）が届いていない方は、コールセンターへ電話してください。
※�ワクチン接種は、情報提供を行ったうえで、本人の同意がある場合に限り行います。ワクチンの種類、
効果や副反応については、厚生労働省ホームページなどでご確認ください。

職場や学校などで接種を受ける予定のある方

総務課 TEL 22‒1422

■多治見市の人口減少の現状
　日本全体の少子高齢化が進む中で、多治見市でも
人口の減少が始まっています。平成30(2018)年に
行った人口推計によると、令和10（2028）年に10万
人を下回り、令和22（2040）年には約8万6千人にな
ると予想されています。人口が減少し、人口密度が低
下すると、店舗などの日常生活に必要な施設の撤退、
公共交通の衰退・廃止など、暮らしの利便性に支障が
出てきます。また、空き家の増加やコミュニティの衰退
などの問題が発生してきます。 
　市では、都市としての利便性やまちの活力を維持し
ていくため、第７次総合計画(後期計画)において、令和
22（2040）年までは「人口10万人維持」を目標とし、
令和6（2024）年まで「10万５千人維持」を当面の目標
としています。この目標の実現に向け、若者・子育て世
代の転入促進、出生率の向上に取り組んでいるところ
です。

■ネットワーク型コンパクトシティとは？
　長期的な人口減少が見込まれるなかで、一定の人口
密度を維持していくためには、「コンパクト」なまちをつ
くっていく必要があります。一方で、多治見市は、中心
市街地と郊外地域からなるまちです。まち全体が活力
を維持していくためには、「中心拠点」と「地域拠点」の
両方の活力を維持していく必要があります。このため、
「中心拠点」と「地域拠点」を「ネットワーク」でつなぐ
「ネットワーク型コンパクトシティ」を目指して、公共交
通の維持に向けた取組を進めています。
■市庁舎とまちづくり
　市庁舎も「ネットワーク型コンパクトシティ」の実現に
向けて、重要な要素です。 
　現在、本庁舎の建替えに関する議論を進めていま
す。秋に予定している地区懇談会では本庁舎の建替え
をメインテーマとする予定です。ぜひ、ご参加いただき、
ご意見をお寄せ下さい。
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